
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年5月16日（金）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	坂本
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	田浦
	永瀬

	準
	〇
	〇
	深
	休
	深
	休
	休
	準
	傷病

	木村(直)
	橘
	坂澤
	角濱
	矢幅
	橋本
	荒谷
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺

	○
	休
	〇
	年
	○
	○
	〇
	深
	休
	準

	織田
	久保
	ラダ
	エカ
	上野(由)
	細海
	
	
	
	

	○
	休
	遅B
	　休
	○
	○
	　
	
	
	



＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・岩木　君江様　東病棟Cユニット5号室

【転出】
・野沢　トミヨ様　東C5　→　南B 104
・小田　沙也加様　東A16　→　西B23
・東野　愛様　　　東D19　→　西B28　

【転入】
・風張　久美子様　西B26　→　東D19
・大塚　勇人様　　西B29　→　東A13


【ユニット移動】
・安達　貴浩様　　東B2　→　東A13
・中村　征美様　　東A13　→　東B2

＜患者様連絡事項＞
・寺沢　隆様～センノシド(12)1T　便秘時　10回分
・長浜　厚子様～エスゾピクロン(1)1T 10回分、カロナール(200)1T　10回分処方
・川村　貴美代様～ブロチゾラムOD(0.25)1T　10回分処方。
・風張　久美子様～ゼプリオン100mg1キット右肩に筋注実施。
・川村　貞子様～エスゾピクロン(1)1T　10回分処方
・山舘　祥希様～エスゾピクロン(1)1T　10回分処方

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察中。開放観察中は自室で臥床し過ごされている。奇声や不潔行為無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00までの開放観察中。妄想言動や過度な飲水要求なく落ち着いている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・井上　哲也様～終日隔離中。午前午後時間ずつ開放観察の指示有り。開放中はホールで過ごされている。逸脱行為なく不穏・興奮なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。対面時表情やや冴えないが口調穏やか。拒食・拒薬なし。自室で
臥床して過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来る
よう努めていく。

＜小栁Dr.診察＞
・川村 貞子様～診察時、スマホの使用について主治医より確認しており、家の様子を心配し関係各所に連絡していたようで、今回の件は反省はしており今後は再度、スマートフォンを持たせて経過をみていくこととなり、本人へも説明している。臨時薬は同内容にて処方継続。

・庭田 久美子様～診察時主治医より薬剤調整できないこと説明するも薬剤調整を何度も繰り返し訴えている。また本人様が兄に腹痛が改善しないことから八戸市立市民病院の受診調整をお願いしていたと話すも、どこまで事実か不明であり、主治医より今後について改めて兄様へ確認したいため（身体的治療希望するのか等）主治医面談調整し、5/20　15：00内科診察室で予約している。当日は兄様のみ来院するように説明している。

・田島　達三様～血糖測定本日で中止。西病棟または北病棟へ転出可とのこと。

・田代　實様～臨時薬のリスパダールは本日昼より内服中止。また食事摂取量少ない為本日より
5/19まで4日間点滴1ホン処方あり。ミトン使用許可あり。持参薬本日でなくなる
ため明日以降分当院処方に切り替えている。

・北川 ミドリ様～5/21から服用の臨時薬ラツーダ増量となっている。

・西舘 ミネ様～点滴は5/20まで処方あり。臨時薬は5/21からセルトラリン増薬、ビオスリー中止となっている。昨日面会時に電気痙攣量療法も希望すると家族様より発言あったとのことだが、主治医としてはまずは自宅退院を目指していくこととしている。

・山舘　祥希様～臨時薬同内容にて継続処方。軟膏もなくなるため処方している。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年5月16日　　10:54
　氏　　名：岩木　君江（いわき　きみえ）様
　生年月日：大正15年7月29日(98歳)
　病　　名：老年性認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
[bookmark: _GoBack]　＜経過＞
　5/13三戸中央病院連携室より入院対応の依頼あり。
　1～2年前より症状がみられていたが今月5日ころから増強。自宅にいるのに帰宅願望を訴える事
や幻視の訴えがあり、死んだ人の話をよくする。息子がなだめるも易怒性見られ、自分が言ってい
る事分からなくなり興奮してしまう状態。階上にいる娘が会いに来ると落ち着くものの息子と二人
きりになると興奮してしまう状況。興奮すると夜中まで帰宅要求を訴え、息子が車で外へ連れ出し
近くを1周し自宅へ連れて帰ってくる対応をしている。多い日には一晩に3回程繰り返す事もあり、
寝る時間が2時を過ぎる事もある。3回/週デイサービスを利用しているが、つい昨日帰宅要求の訴
えがあったとの情報を受けた。それ以前は特記情報はなかった。本日三戸中央病院にて深澤Dr.
を受診し薬を変更してみようとの話になったが、夜間まで帰宅要求の対応をしたり易怒性が見られ
ることから息子が対応に大変さを感じている事を伝えたところ、入院にて薬剤調整する事も可能で
あるとの話を受け息子が入院を希望している。上記経過により東病棟Cユニット5号室に医療保護
入院となる。
